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山口３２ｍ電波望遠鏡はＫＤＤＩ山口衛星

通信所内にあり、中国自動車道からよく見

える。以前はインテルサット通信用に使わ

れていた。２０００年のシドニーオリンピック

中継が最後の通信業務。２００１年秋に国立天

文台に無償譲渡された。建造は１９７９年。

表 紙 の 説 明
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アンテナ、いりませんか？
電波天文学者の皆さん、「32mのアンテナが

あるんですけど、いりませんか？」と聞かれた
らどうしますか？ 1999年、KDDI（当時KDD）
の嶋谷さんからこのように問い合わせがあった
とき、川口則幸さんと私は間髪いれずに「ほし
い！」と言ってしまいました。それから現在ま
での3年間にあった数々の思い出話は別の機会
に譲るとして、ともあれ2001年初頭に通信業
務を全て終えたアンテナは、給電部・送受信系
統の改造の後、同年秋に国立天文台に無償譲渡
され、山口32m電波望遠鏡（以下、山口32m）
となりました（図1）。そして2002年4月には私
が国立天文台から山口大学へ異動し、山口32m
を使った電波天文学の研究が山口大学ではじま
りました。

山口32mは山口市仁保のKDDI山口衛星通信
所内にあります。山口大学のある山口市の中心
部からは車で20分程度の距離で、中国自動車
道からよく見えます（図2）。以前はインテルサ
ット通信用に使われていたもので、現在は電波
天文・VLBIの共通周波数である8 GHzおよび

6.7 GHzの受信ができるよう改造されています。
8 GHzでの開口能率は65 %と良好な値（図3）
であり、現在製作中の冷却・両円偏波受信機を
搭載すれば、8 GHz帯では世界でも高感度な電
波望遠鏡となります（22 GHzの観測も計画中）。
天体追尾には既存のアンテナ制御部を利用した

山口32m電波望遠鏡と山口大学

山口大学理学部 助教授 藤沢 健太

研究トピックス

図1．山口32m電波望遠鏡背面
受信信号はビーム伝送路によって下部の建物内に固定
した受信機へと伝送される。駆動部はアンチ・バック
ラッシュ機構付。

図2．山口32mアンテナの周辺地図
山口32mアンテナは山口盆地の端にあり、中国自動車道
からよく見える。山口大学から15 kmほど離れている。

図3．カシオペアＡによるドリフトスキャンパターン（8 GHz）
このとき測定によって、開口能率が65 %あることが確
認された。
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システムを開発（図4）し、バックエンドは情
報ネットワークを利用したVLBI観測システム、
単一鏡ライン観測用システムの構築を行ってい
ます。今年度はじっくりとシステム整備を行い、
使いやすい電波望遠鏡に仕立て上げる予定で
す。

こんな研究をしよう
山口32mの特徴は、なんといっても特定の研

究に利用できる時間の長さ、そして高感度です。
技術的にはネットワークを使った観測が目玉に
なります。
天文台・通総研・宇宙研・ＮＴＴでは関東圏

のオンラインVLBI（GALAXY）実験を推進し
ています。これをスーパーSINET（情報学研究
所）によって全国展開しようというのが
VONUS（VLBI Optically-linked Network Using
Super-sinet）計画であり、山口32mもぜひこの
計画に参加しようと関係機関と調整を進めてい
ます。山口32mは関東圏から800 kmほど離れ
ているため、観測網に参加できれば分解能・イ
メージング能力ともに格段に改良する役割を果
たします。超高感度をいかして、まずは弱電波
クエーサ、YSOの観測で成果を出し、将来は熱
的天体の観測も視野に入れたいと考えていま
す。
特定の計画に長時間利用できることは、強度

変動の大きいメーザ天体の観測にとってたいへ
ん有利です。山口32mでは原始惑星系円盤のト
レーサと期待されている6.7 GHzのメタノール

メーザのモニタ観測を計画しています（図5）。
そしてやっぱりVLBIをやりたい！残念ながら
国内には6.7 GHzの相手局がいませんので、ご
くごく小口径の電波望遠鏡を山口大学内に自作
することにしました。この小さな電波望遠鏡も
情報ネットワークに接続し、PCを活用した
VLBI観測を行う予定です。相手が32mですか
ら研究に使える感度は達成できる見込みです。
これで毎日のように連続VLBIモニタ観測を行
ったら、もしかして原始惑星系円盤が見えるの
では？これまたあれこれと希望が膨らみます。
そしてVERA、VSOP、そして将来のVSOP2

を外側から牽引する役割を担いたいと考えてい
ます。今、盛り上がっている天文VLBIの気運
を、さらに盛り上げるように山口32mを活用し
ていくわけです。

山口32m研究グループ
山口大学理学部には、原子核理論の田澤教授、
宇宙論の白石助教授、電波天文の私、そして専
門は物性ですが電波天文グループを率いる増山
教授と、天文に関係した研究者が4人います。
今年度発足した電磁宇宙物理研究室（増山・藤
沢研）には卒研生が4名在籍し、さっそく山口
32mのポインティングや能率測定を開始してい
ます。我が物として大口径アンテナを自由に使
えることは、観測によって宇宙の姿を知るとい

図4．既存のアンテナ制御部
プログラム追尾装置（この写真には写っていない）は、
この既存のアンテナ制御部を通してアンテナを制御・
天体を追尾する。左はKDDIの酒井さん。

図5．山口32mアンテナで受信した6.7 GHzメタノー
ル・メーザ（W3OH）
モニタ観測、VLBI観測で原始惑星系円盤を観測できな
いだろうか？
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う研究スタイルを学生が習得する上で最高の環
境といえるでしょう。教育学部や工学部からも
山口32mと関係する研究に興味のある方々が集
まり、アンテナ－電波天文－宇宙－ネットワー
クをキーワードにした研究グループが山口大学
に誕生しています。
また、九州東海大学や広島市立大学など他の

大学から、さらには防府市青少年科学館からも、
山口32mを使った研究をやろう、という提案を
続々いただいています。山口32mは始動したば
かり、山口大学のグループも発足したばかりで
すが、とことん、この電波望遠鏡を使いこんで

実績を重ね、山口32mを中心とした新しい研究
を展開できるよう研究グループを育成していき
たいと考えています。
3年前から今日に至るまで、山口32m関係で

本当に多数の方のお世話になりました。KDDI
共同研究者の皆さん、VLBIグループの皆さん、
事務官の皆さん、山口大学・他大学の皆さん、
そして陰に陽にご支援くださっている天文台幹
部の皆さん、ありがとうございました。こうや
って山口大学でも電波天文学の研究が開始でき
ました。つぎは成果ですね。がんばらなくっち
ゃ！

すばるで観測するハイパーノバ

光学赤外線天文学・観測システム研究系 COE研究員 川端 弘治

研究トピックス

「ハイパーノバ(極超新星) SN 2002ap発見さ
れる」の報に接したのは2002年1月末。すばる
望遠鏡の微光天体分光撮像装置(FOCAS)の偏光
観測モードを用いての初めての試験観測が１週
間後に控えている時のことでした。うお座にあ
るM74銀河の中にこの星を発見した方は茅ヶ崎
在住の広瀬洋治氏、星の天球上の位置の精密測
定を報告したのは八ヶ岳南麓天文台の串田夫妻
で、スペクトルを観測してハイパーノバである
可能性をいち早く報告したのはぐんま天文台、
美星天文台、九州大学のグループと、日本国内
での活躍が国際天文連合の回報(IAUC)を賑わし
ていました。
ハイパーノバの解説は専門雑誌等に載ってい

るので割愛しますが、ごく簡単にいうと、通常
よりもずっと激しい爆発を示すスーパーノバ
(超新星)の一群のことを指します。「スーパー」
の上をいく「ハイパー」、この称号をネイチャ
ー誌上で与えたのは、爆発の理論モデルを世界
に先駆けて構築した東京大学の岩本・野本両氏
らを中心とする国際グループで、これまた日本
繋がり。1998年のことでした。ハイパーノバに
分類される天体はまだ数例しか報告されていま

せん。この単一の恒星での現象としては最も激
しいといわれる爆発過程の理解がだいぶ進んで
きているのは確かですが、球対称からのずれ具
合など、まだ足りない点も指摘されていて、さ
らなる観測が切望されている矢先の発見でし
た。
すばる望遠鏡では、ToO(Target of Oppotunity)
observations、意訳すると「突発天体観測」の方
針が定められています。天文学上特に重要な天
体が出現した場合には、観測予定を急遽変更し
て、その天体に望遠鏡が向く場合もあるという
訳です。せっかく公募で貴重な観測時間を得て
ハワイに来たのに突発天体が出たせいで予定が
変更され、自分の観測はしないまま一旦帰国な
んて不運もあり得ます(勿論、提供した夜の補
償は後日なされることになっていますのでご心
配なく)。今回はそれほどの変更はなく、野本
氏らからの提案や、安藤所長の呼びかけに呼応
する形で、共同利用者が自ら獲得した時間の一
部を使って観測したり、各装置グループが独自
の判断で装置グループの保証時間(Guaranteed
Time)を利用して観測をするという方式がとら
れました。2月2日に高分散分光器(HDS)を用い
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て、すばる望遠鏡としては初めてハイパーノバ
を観測した比田井氏らや、近赤外冷却分光撮像
装置(CISCO)で観測したハワイ大学と本原氏ら
のグループ、そして我々FOCASグループが挙
げられます。また、すばると並行して、隣のマ
ウイ島ハレアカラ山にある東京大学の
MAGNUM望遠鏡でも多波長域での測光モニタ
ーが始まっていました。それぞれの観測に各々
の特徴があります。例えばHDSでは波長分解
能が高すぎ、ハイパーノバに特徴的な幅が広い
吸収線の観測は困難でしたが、逆に鋭い星間吸
収線は非常にうまく観測できました。そのよう
な中で、FOCASでは、星の中心部で起こった
爆発の物理過程の手がかりとなる「放出物質の
球対称からのずれ」に迫るべく、偏光分光モー
ドを用いて観測することになりました。この時
期、当のハイパーノバは既に西空低く、宵の2
時間程度しか観測できないので、まず最初にこ
の星に望遠鏡を向ける必要がありました。当初
は「偏光モードのファーストライトで、いきな
り本番観測かよ」という緊張もありましたが、
人工光源試験での性能の裏付けもありました
し、チームメンバーの入念な準備のお陰で無事、
観測を遂行できました。観測条件がさらに厳し
くなった3月上旬には、山頂作業グループのご
厚意もあり観測所側の了承が得られて、予
定されていた望遠鏡メンテナンス作業の時
間を急遽1時間ほど後にずらしてもらい、
観測できたこともありました。まさにすばる
が一丸となって追うハイパーノバ。大勢の
ギャラリーを背にし、ひとつのミスが命取
りとなるような観測に、望遠鏡グループの
協力も得ながらチーム一同緊張して臨んだ
ものでした。
さて、2月上旬に可視12等級まで明るく

なったこのハイパーノバも、3月中旬以降
は夕方すぐに西空に沈むようになってしま
ったため観測はお休み。次は6月下旬頃に
明け方の空に昇ってきますが、その頃には
17等級くらいまで暗くなっていると思われ
ます。肝心の観測成果については、例えば
FOCASでは、吸収線での明確な偏光やそ
の変動をこれまでにない精度で捕らえ、放
出物質の非対称性に関して新たな側面を見
出しました。一般的に可視域では1%未満

の偏光を議論することが多く、それに見合う観
測精度と丁寧なデータ処理を必要としますが、
すばる望遠鏡とFOCASの優れた光学性能を組
み合わせて得られる偏光測定のパフォーマンスの
高さには、本当に感服させられます。今後も是
非発展させたいものです。今回の好機に出逢えた
幸運は、望遠鏡や装置関係の皆さんによるこれ
までの多大な努力の賜物と感謝する次第です。
3月上旬、上記の各観測グループや、野本・

Mazzali両氏ら理論グループが一同に会するテ
レビ会議が、FOCASの家氏の呼びかけで急遽
開かれました。どのデータも装置の特徴が良く
出ており、第一級のものです。その場で紹介さ
れた最新の成果や専門的なコメントが、我々の
その後の観測・研究方針の整理に大いに役立っ
ていることは言うまでもありません。３月末に
開催された日本天文学会・春季年会のポスター
会場、ポストデッドラインペーパーのコーナー
でも、これらの初期成果が並んでひときわ壮観
でした。早速いくつかは、科学論文として公表
され始めていますし、これからもどんどん増え
ていくことでしょう。それらをまとめてこの国
立天文台ニュース上に紹介できる日も近いかも
しれません。また一つ二つと、ハイパーノバの
研究に、日本が誇る「大目玉」が活躍します。

渦巻き銀河M74と超新星SN2002ap
ぐんま天文台撮影
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お知らせ

★「君が天文学者になる４日間」
開催

三鷹キャンパスでは、スター・ウィーク関連
事業として2002年8月5日（月）～8日（木）に
スター・ウィークキャンプ「君が天文学者にな
る4日間」を実施いたします。お近くの天文・
宇宙に関心を抱く高校生に参加を呼びかけてい
ただければ幸いです．今年度も、50cm望遠鏡
による観測に挑戦します。下記の要領にてご応
募ください。
開催期日：8月5日（月）～8日（木）（3泊4日）
対 象：高校生または相当年齢の方 16名
参 加 費：1万円程度（4日間の宿泊費、朝食・
夕食代、傷害保険料含む）このほか、各自、
会場までの交通費、昼食・夜食代などが必要
です。

応募方法：「私が知りたい宇宙の謎」という題
で、800字（400字詰め原稿用紙2枚）程度の
作文を6月20日（木）必着で国立天文台宛お
送りください。作文には、住所、氏名、生年
月日、性別、電話番号、学校名、学年を明記
してください。
選考の結果は7月5日（金）までに各人宛に

通知いたします。
宛 先：〒181-8588 東京都三鷹市大沢2-21-1

国立天文台 広報普及室
封筒の表紙に「君が天文学者になる4日間応
募書類在中」と朱書きしてください。

問い合わせ先：広報普及室 縣 秀彦
TEL 0422-34-3644 e-mail:h.agata@nao.ac.jp

内 容：
［８／５］ 開校式、講義、研究テーマ決め，

観測実習など
［８／６］ データ解析、観測実習など
［８／７］ データ解析，研究発表会など
［８／８］ 講評，施設見学，閉校式など
参加者4人でチームを組み、若い研究者たち

と一緒に観測、データ解析、討論等を行うこと
で、研究活動の中で出会う困難の克服や感動、
科学の素晴らしさ、共同研究の大切さ等につい
て共有しあえるような体験プログラムを目指し

ています。
【本事業は、独立行政法人国立オリンピック記
念青少年総合センタ－が行う「子どもゆめ基金」
助成事業です。】

★スター・ウィーク
～星空に親しむ週間～

毎年8月1日（木）～7日（水）の一週間を中心
に「子どもから大人まで幅広く星空に親しんで
もらおう！」という趣旨のキャンペーンです。
1995年から始まり、今年で8年目をむかえます。
8月という夏休み期間中に天文イベントを実

施することで、普段、夜間には外出しにくい小
学生や中学生にも実際の星空を眺めてもらう機
会を提供することができます。広い意味での理
科教育、生涯教育の一環として、また、普段以
上に親子の触れあいをする機会としても意義の
ある企画と考えております。
以上の趣旨にご理解いただき、ご協力下

さいますようお願い申し上げます。詳しくは、
http://www.nao.ac.jp/pio/starweek/をご覧くださ
い。

（スター・ウィーク実行委員会）

★野辺山観測所特別公開

日 程：2002年8月31日（土）
時 間：9:30－16:00（15:30に入場は終了さ

せていただきます）

展 示：45m観測室、ミリ波干渉計、太陽電
波観測室など

講 演：13:30－14:40「電波で見る太陽系」
長谷川均（太陽系監視チームSWAT）

場 所：長野県南佐久郡南牧村野辺山462
JR 小海線野辺山駅から南に徒歩
20分

問い合わせ先：TEL  0267-98-4300

★伝統的七夕にあわせたイベント
の開催

国立天文台では、もっとたくさんの子どもや
親たちが一緒になって星空を見上げる機会をつ
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くり、本物の星空に親しんでもらいたい、と願
って、様々な活動を行ってきました。そのひと
つが、全国の公開天文台や科学館と共に、毎年
8月1日から7日まで行っている「スター・ウィー
ク －星空に親しむ週間－」キャンペーンです。
すでに参加施設は200を越え、そろそろバー
ド・ウィークと並ぶ認知度を得つつあります。
一方、いわゆる「光害」によって、星空が見

えにくくなっていることを理解してもらう必要
もあります。それにはライトダウンのようなキ
ャンペーンが必須ですが、スター・ウィークで
は期間が一週間と長く、また年によっては月が
明るく、ライトダウンには適していません。そ
こで昨年度から、海部台長などの発案で、七夕
にあわせた別のキャンペーンの可能性が検討さ
れてきました。広く一般に知られている「七夕」
を利用し、ライトダウンを呼びかけるというア
イデアですが、現行の暦の7月7日では全国的
に梅雨の時期であり晴天を望めず、また年によ
っては月も明るいので、昔風の七夕の日を伝統
的七夕と称して利用することにしました。江戸
時代までの太陰太陽暦に基づく七夕の日を設定
すれば、現行の暦では期日が年ごとに移動する
ものの、晴天率も高く、月齢7の月が夜半前に
は沈み、その後は天の川も見える条件が確保で
きます。1日限定のためライトダウンも取り組
みやすく、さらには夏休み期間中なので親子で
見上げてもらうには絶好でしょう。また伝統的
な期日設定を行うことにより、日本固有の民俗
学的意義を広く知ってもらう効果も期待されま
す。
伝統的七夕の日付は、24節気の中の処暑より

も前で、処暑に最も近い朔（新月）の時刻を含
む日（日本時間）から、数えて7日目で、今年
は8月15日となります。今年は初めての試みと
して光害防止指導指針が策定された三鷹市と共
に、「伝統的七夕：星と音楽と落語の夕べ」と
いうイベントを予定しています。三鷹市芸術文
化センター・風のホールでの歌（新居昭乃氏）、
ピアノ演奏（稲田志保子氏）、講演会（海部宣
男・国立天文台長）、七夕の新作落語（柳家こ
えん氏）と楽しめる上、終了後に会場裏手の連
雀中央公園で、伝統的七夕星空観察会も予定し
ています。ぜひご参加ください。

（広報普及室 渡部潤一）

★岡山天体物理観測所特別公開

岡山天体物理観測所（OAO）は、来る8月24日
（土曜日）に「もう一つの太陽系を探せ（系外
惑星探査）」のテーマにて特別公開を行います。
私たちの住む地球は、太陽の周りを回る太陽系
の一員です。宇宙には我々の太陽系以外の別の
太陽系はあるのでしょうか？今年の特別公開で
は、ほかの太陽系を探す研究の最前線とOAO
の取り組みを紹介します。188cm望遠鏡をはじ
めとする施設紹介も行います。入場無料です。

日 時：2002年8月24日（土曜日）
10:00～17:00 を予定しています。

場 所：岡山県浅口郡鴨方町本庄
国立天文台・岡山天体物理観測所

テ ー マ：「もう一つの太陽系を探せ（系外惑星
探査）」最新科学成果のわかりやす
い紹介と望遠鏡・ドーム・観測装置
の説明・紹介を行います。
岡山天文博物館では、プラネタリウム
「銀河鉄道999  －消えた太陽系－」
の投映、太陽観測のほか、子供相手
のイベント（星座・天体ビンゴゲー
ム、クイズラリー、星座ランキング、
工作・実験）を予定しています。

参加方法：自由 ただし、小学校低学年は保護
者同伴のこと。

入 場 料：無料
博 物 館：無料開館
交 通：JR鴨方駅から遙照山行きバスを利

用、天文台までの所要時間約25分
（バスの便数が非常に少ないのでご
注意ください）
自家用車の場合、国道2号線鴨方ロー
タリーから北へ10km天文台まで約
20分。又は山陽高速鴨方インターを
降りて北へ7km天文台まで約15分。

問い合わせ先：国立天文台・岡山天体物理観測所
広報普及係

〒719-0232 岡山県浅口郡鴨方町本庄 3037-5
電話： 0865-44-2155〔代表〕
FAX： 0865-44-2360
URL： http//www.cc.nao.ac.jp/oao
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7 . 22 － 7 . 28 HIDES 竹田､神戸､佐藤他
(P)惑星系を持つ恒星の総合研究

7 . 29 － 7 . 31 HIDES 佐藤､安藤､神戸他
G型巨星惑星サーベイ

8 . 1 － 8 . 6 観測所時間
8 . 7 － 8 . 11 HIDES 大塚､田村､磯貝他

惑星状星雲･低電離微細構造
8 . 12 － 8 . 18 HIDES 比田井､齋藤､本田他

F-K型ハロー矮星と巨星の硫黄
8 . 19 － 8 . 21 HIDES 佐藤､安藤､神戸他

G型巨星惑星サーベイ
8 . 22 － 8 . 23 観測所時間
8 . 24 公 開 日
8 . 25 － 8 . 29 HIDES 大橋､野上､平田他

フレア星の磁場強度と自転速度
8 . 30 － 9 . 5 HIDES 竹田､神戸､佐藤他

(P)惑星系を持つ恒星の総合研究
9 . 6 － 9 . 8 観測所時間

9 . 24 － 9 . 26 HIDES 佐藤､安藤､神戸他
G型巨星惑星サーベイ

9 . 27 －10 . 1 Super OASIS 奥村､森､柳澤他
近赤外未同定輝線の空間構造

10. 2 － 10. 6 HIDES 比田井､齋藤､本田他
F-K型ハロー矮星と巨星の硫黄

10. 7 － 10. 9 観測所時間
10. 10 － 10. 17 HIDES 増田､平田

HIPPARCOS SPBsの線輪郭変動
10. 18 － 10. 19 観測所時間
10. 20 － 10. 22 HIDES 佐藤､安藤､神戸他

G型巨星惑星サーベイ
10. 23 － 10. 27 HIDES 大橋､野上､平田他

フレア星の磁場強度と自転速度
10. 28 － 11. 7 Super OASIS 石井､佐藤､長田他

中質量YSO進化系統分類
11. 8 － 11. 12 HIDES 伊藤､田口､藤田他

前主系列の金属量
11. 13 － 11. 15 HIDES 佐藤､安藤､神戸他

G型巨星惑星サーベイ
11. 16 － 11. 22 HIDES 竹田､神戸､佐藤他

(P)惑星系を持つ恒星の総合研究
11. 23 観 望 会
11. 24 － 11. 27 観測所時間
11. 28 － 12. 1 Super OASIS 長尾､村山､谷口他

AGN[FeII]輝線
12. 2 － 12. 4 Super OASIS 長尾､村山､谷口他 AGN[FeII]輝線

今村､笠羽､橋本他 金星CO,O2分布
12. 5 － 12. 11 Super OASIS 松柳､伊藤､柳澤他 LkHα101褐色矮星形成

今村､笠羽､橋本他 金星CO,O2分布
12. 12 － 12. 26 HIDES 神戸､佐藤､安藤他

αCMiヨードセル観測

7 . 22 － 8 . 4 所長預かり

8 . 5 － 8 . 7 HBS 川端､関､平田他
HBS較正観測

8 . 8 － 8 . 14 〃 松田､関､川端他
AGB星と星周の偏光

8 . 15 － 8 . 21 〃 平田､岩松
B型輝線星長期偏光変動

8 . 22 － 8 . 29 〃 松村､関､平田他
単一雲の星間偏光

8 . 30 － 9 . 4 〃 松田､関､川端他
AGB星と星周の偏光

9 . 5 所長預かり
9 . 6 － 9 . 8 観 測 実 習
9 . 9 － 9 . 16 HBS 高橋､伊藤､谷口他

小惑星表面微細構造

9 . 30 所長預かり
10. 1 － 10. 13 HBS 菊地､松村

Stock2星間磁場揺らぎ

10. 14 － 10. 17 〃 川端､関､平田他
HBS較正観測

10. 18 － 10. 27 所長預かり

10. 28 HBS 川端､関､平田他
HBS較正観測

10. 29 － 11. 4 〃 秋田谷､関､川端他
Vega型星星周ディスク偏光

11. 5 － 11. 12 〃 菊地､松村
Stock2星間磁場揺らぎ

11. 13 － 11. 20 〃 平田､岩松
B型輝線星長期偏光変動

11. 21 － 11. 26 〃 川端､関､平田他
HBS較正観測

11. 27 － 12. 4 〃 松村､川端､秋田谷他
R Monの偏光特性

12. 5 － 12. 12 〃 秋田谷､関､川端他
Vega型星星周ディスク偏光

12. 13 － 12. 26 所長預かり

188cm望遠鏡 91cm望遠鏡

岡山天体物理観測所 観測日程表
（2002年7月～12月）

9月9日～ 9月23日 整備期間 9月17日～ 9月29日 整備期間

●

○

●：新月 (P) ：プロジェクト観測
○：満月 HIDES ：クーデ焦点エシェル分光器

Super OASIS ：カセグレン焦点近赤外撮像分光器

HBS ：偏光分光測光器

○

●

○

●

●

○

●

○

○
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メシエ天体とは、フランスのシャルル・メシ
エ（1730～1817）により編集された100あまり
の星雲・星団、銀河などのカタログ。天体名は、
カタログ番号にメシエの頭文字の「M」を冠し
て呼ばれる。彗星捜索者だったメシエが、彗星
と見間違うような天体を記録したのが始まりで
ある。当時、主に彼が使用した望遠鏡は口径
9cmのものと言われている。そのため小口径の
望遠鏡でも見える明るい天体が多い。

■M1（かに星雲：超新星残骸）おうし座
1758年、コメットハンターだったメシエが彗

星捜索中に、偶然目にした天体である。その後、
度々目にするこの紛らわしい天体が捜索の邪魔
になると考えた彼は、このような非恒星状天体
をリストにすることを始めた。
この天体は、後に中国の古記録から1054年

の超新星爆発の残骸であることがわかる。日本
でも鎌倉時代に、藤原定家が『明月記』に記録
を残していることは有名である。また、1844年
に36インチ望遠鏡でこの星雲を観察しスケッ
チを残したロス卿は、その形から「かに星雲」
と名付けた。

■M2（球状星団）みずがめ座
1760年にメシエのリストに加えられたが、そ

のときは“星雲”とされていた。これが星の星
団であることを確認したのは、ウィリアム・ハ
ーシェル（1738～1822）である。2万6000光年
と遠方にあるため、かなりコンパクトに見える。

■M3（球状星団）りょうけん座
春の代表的な観望天体のひとつ。双眼鏡でも

球状星団として確認できるほど明るく、大口径
の望遠鏡で見るとひとつひとつの星が真珠の粒
のように美しく見える。1764年にメシエが最初
に発見した星団である。

■M4（球状星団）さそり座
アンタレスのすぐ西側にあるので、双眼鏡で

もみつけやすい。約7000光年という近い距離
にあるため、形がまばらに見えている。少し黄
色っぽく見えるのは球状星団としては珍しい。

（注）全ての画像は国立天文台三鷹の社会教育用50cm
望遠鏡で撮影されたものである。

参考：http://www.seds.org/messier/Messier.html

M2

M3

M4

M1


